
収穫後の葉の
持ちが良くなった

劣化が遅くなった

「マイクロバブル」とそれより小さい「ウルトラファインバブル」の2種類があります。
「ファインバブル」のうち、直径100μm未満で1μm（=0.001mm）以上の泡を「マイクロバブル」、
 それより小さい直径1μm未満の泡を「ウルトラファインバブル」と呼び区別しています。
「ファインバブル」「マイクロバブル」「ウルトラファインバブル」の用語は国際標準化機構（ISO）で世界各国の代表者が合議
 して定義されました。
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←次第に透明になっていきます

サイズの比較 マイクロメートル

「ウルトラファインバブル」が
　多数入った水は透明です。

「ウルトラファインバブル」はもはや水中で浮上せず、刺激を与えなければほとんど溶解も浮上も
しないので、数週間～数カ月の寿命があると報告されています。

長期安定性・・・・大きな刺激を与えなければ水中に長期間安定的に存在できる
輸送性・・・・・・あらかじめ酸素以外のガスのウルトラファインバブルで満たしておけば、ある程度の刺激以下ならば輸送できる
過飽和維持・・・・水中から外気へ放出される溶存ガス成分の消失を抑制できる
鮮度維持・・・・・水中への酸素溶解を抑制し低酸素状態を維持できる

産業応用、農水応用含め産業化が急速に拡大中です。ファインバブル製品市場規模は、10年前の調査では2023年に国内5,000億円、全世界6兆円を超える規模になると予測されていましたが（総合プランニング調べ、2014年4月）、現在、はるかにこの規模を超えるものと想定されています。

農業水にファインバブル（空気、酸素利用）を供給することで、植物の成長が促進されます。
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ファインバブルについて

ナノバブルの活用

ナノバブルの活用利点

1㎛は1000nm（ナノメートル）

栄養（肥料、液肥）・酸素・水分が多く吸収される

多くの酸素を土壌や水に加える

植物が今まで吸えなかったものも吸える状態に変化

欠株を防ぐ

茎の太さ、実成りの数、実の大きさ全てが大きく育つ

チップバーン減少

乾燥が抑えられた

著しく成長して葉が大きくなると病気にかかりやすくなり、また追肥が例年より多く必要になる可能性があるなど、今後の生育を懸念する点も見つかりました。

※対象の植物の特性により、水分や栄養量、成長速度などを加味し
　ウルトラファインバブル水の使用頻度や使用時期など調整が必要です。

水温上昇による酸欠を防止

ロス率削減

定植から出荷
までの時間短縮

根からの肥料吸収率が上がった

消毒回数が軽減

植物が健体化し、虫が近寄
らない忌避効果が表れた

様々な効果が報告されています

葉焼けが減少

収穫量が増加

成り疲れの軽減

活着時に手潅水
が不要になった

散布
循環

収穫期間が短縮

光触媒と微細高酸素
Ultrafine-Bubble

溶存酸素が失われる原因

生物の呼吸や水温の上昇

水質が汚れはじめると好気性微生物が有機物を分解する活動が活発になり、
酸素が消費されて溶存酸素量が減少しやすい。

理想的な根張りと均等な生育

潅水

収量アップ・コスト削減・
品質向上など、農業経営の
効率化が期待できます。

農業 作物の成長促進・収量向上

病害リスクの低減

土壌改良・根の活性化

肥料・農薬の吸収効率向上

収穫後の品質向上

ナノバブルは水に溶存酸素を高濃度に供給し、根の酸素供給を増やします。これにより、
根張りが良くなり、成長が早まり、収量が向上します。

ナノバブルは殺菌作用を持つもの（オゾンや酸素など）を含む場合、土壌や灌漑水の病原菌を
抑制し、作物の病害リスクを軽減できます。

ナノバブルが土壌の隙間に入り込み、酸素供給を増やすことで、土壌環境が改善され、
根の活性が向上します。

ナノバブルは水の浸透性を高め、肥料や農薬の吸収効率を向上させるため、使用量を削減しつ
つ効果を最大化できます。

ナノバブル水を使用した作物は、鮮度が長持ちし、糖度が上がるといった品質向上の報告
もあります。

成長促進・病害リスク低減・栄養吸収向上・品質向上・水の節約など、さまざまな利点があります。生産性を高めながら、
環境に配慮した持続可能な農業を実現できる技術として、今後の水耕栽培に大きなメリットをもたらします。 魚や貝の成長促進・生存率向上・水質改善・病害リスクの低減 など、多くのメリットが得られます。特に、溶存酸素量の増加・

水質の浄化・ストレスの軽減 などが養殖環境の改善に大きく貢献します。
土壌の酸素供給量向上・微生物活性化・保水性＆排水性改善・有害物質の低減 など、作物が育ちやすい理想的な土壌環境が
整います。結果として、収量増加・病害リスク低減・水や肥料のコスト削減 につながり、持続可能な農業を実現 する強力な
ツールとなります。

ファインバブルの主な活用分野と用途

ものづくり…部品洗浄、生産ライン・装置洗浄、シリコンウェハー剥離、洗濯機など
環　境……土壌浄化、地下水浄化、排水処理、有害物分解、消毒・殺菌・滅菌など
農　業……農畜作物の成長促進・収量増加・品質向上、鮮度保持、洗浄など
水産業……水産物の成長促進・収量増加・品質向上、養殖環境改善、鮮度保持など

食　品……洗浄、鮮度保持、酸化防止、風味・香り・食感づけなど
医　療……医療器具の殺菌・滅菌、など
美　容……洗顔・頭皮洗浄、化粧品、


